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◎ 調査の概要

１． 調査の目的

学習指導要領に示されている各教科（ 国語・ 社会・ 数学・ 理科・ 英語） の目標および内容の

「 基礎的・ 基本的な知識・ 技能」 「 思考力・ 判断力・ 表現力等」 について学習したものが、 いか

に生徒に定着しているかを全市一斉に学年ごとの同一の問題によって調査する。 そして、 その結

果を診断し、 今後の学習指導の改善に役立たせる。 また、 生徒自らが学習状況や学習課題の把握

ができるようにする。

２． 調査の内容

○ 国語・ 社会・ 数学・ 理科・ 英語

調査の目的に基づき、 学習指導要領に示されている各教科の目標及び内容の基礎的・ 基本的な

事項について、 各教科の出題範囲に基づいて、 全学年を対象とする調査を実施した。

○ 学習意識調査（ 生活や学習についてのアンケート ）

生徒の生活や学習に対する意識等について明らかにするために、 第２学年の生徒を対象とする

調査を実施した。

３． 調査の対象

市内全市立中学校の全学年の生徒

４． 調査実施日及び調査実施人数

（ １） 調査実施日 令和２年11月10日（ 火）

（ ２） 調査実施人数 中学校 第１ 学年 10, 158 人

中学校 第２ 学年 9, 899 人

中学校 第３ 学年 9, 627 人
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５． 調査の方法

○ 国語・ 社会・ 数学・ 理科・ 英語

各教科の問題は、 知識・ 技能に関する問題と思考・ 判断・ 表現に関する問題について出題し、

それぞれについて分析を行った。

解答用紙

網掛けは、 思考・ 判断・ 表現に関する問題

正答数の合計
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◎ 調査結果の概要

○ 定着していると考えられる内容 ● 課題があると考えられる内容 （ ） 内は問題の分類

国 語

○ 既習の漢字を正しく 読むこと（ 知・ 技）

● 既習の漢字を正しく 書く こと（ 知・ 技）

● 文章全体の内容を踏まえ、 文章中の言葉が表す内容を捉えること（ 思・ 判・ 表）

社 会

○ 基本的な用語を理解すること（ 知・ 技）

● 歴史的分野で「 文化」 や「 社会」 に関する事象を理解すること（ 知・ 技）

● 事象の因果関係に着目して、 事象を関連付けて考察すること（ 思・ 判・ 表）

数 学

○ 連立二元一次方程式を解く こと（ 知・ 技）

● おうぎ形の弧の長さを求めること（ 知・ 技）

● 図や表から変化の様子を捉え、 数学的に表現すること（ 思・ 判・ 表）

理 科

○ 生物の観察におけるスケッチの仕方や観察記録の取り方を身に付けること（ 知・ 技）

○ 問題のリード文や会話文の文脈と現象を関連付けて考察すること（ 思・ 判・ 表）

● 質量パーセント 濃度を求めるための立式をすること（ 知・ 技）

● 探究の過程における結果と方法等を関連付けて考察すること（ 思・ 判・ 表）

英 語

○ 場面に合った適切な応答を選択すること（ 知・ 技）

● それぞれの語の意味と性質をつかみ、 文を組み立てること（ 知・ 技）

● 場面や状況を理解し、 それに適した文章を正しく 書く こと（ 思・ 判・ 表）

主な分析結果（ 課題等）

平均正答率

国 語 社 会 数 学 理 科 英 語

知識・ 技能 69. 8％ 63. 4％ 67. 3％ 53. 6％ 65. 3％

思考・ 判断・ 表現 60. 4％ 55. 9％ 50. 8％ 49. 3％ 34. 9％

全設問 63. 9％ 60. 6％ 60. 2％ 52. 0％ 49. 6％
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◎ 指導改善のポイント

１ ． 国語

○ 出題の趣旨

説明的な文章の内容について理解・ 把握をする。

○ 授業改善に向けて

この問題では、文章中の言葉が表す内容を理解することが求められている。考える際には、単独の言

葉や一文のみを根拠とするのではなく 、書かれている言葉それぞれの意味や表す内容を的確に捉え、文

章全体の内容を理解することが必要になる。また、選択肢の文が表す内容を正確に捉えることも必要で

ある。

授業改善の手立てとしては、それぞれの言葉や文が表す内容を意識しながら丁寧に読むことを通して、

文章全体の内容を理解できるような指導の工夫が必要である。その際には、言葉の意味やはたらき、文

と文との関係等に着目し文脈に沿って内容を正確に捉えたり、その言葉や文が表す文章中での意味を考

えたりすることが大切である。

(
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略

)
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２ ． 社会

○ 出題の趣旨

鎖国に至るまでの流れを正しく 理解し、 適切に判断しているかを問う。

○ 授業改善に向けて

歴史的分野の学習では、 我が国の歴史の大きな流れの理解に向けて、 社会的事象を時期、 推移など

に着目して捉え、 事象同士を因果関係などで関連付けて考察することが求められる。 本問では、 年表

から読み取った情報から、 「 鎖国」 に至る経緯を、 外国との関わりと国内の事象を関連付けて考える

ことを出題の趣旨とした。

授業改善の手立てとして、 歴史的分野の学習では、 年表等の資料を活用して「 どのようにし

て・ ・ 」 等の問いを設定して追究、 解決する学習を行うことや、 取り上げる社会的事象が「 近世」 と

いうまとまりの中でどのような意義をもつかを考えること等が挙げられる。 実際の授業では、 「 近

世」 の基礎を作り上げた江戸初期の諸政策のうち、 鎖国政策がどのようにして行われていったのか、

鎖国政策がその後の時代にどのような影響を与えたのか等の問いについて、 調べ考える学習展開が考

えられる。 その際には、 「 ～となったため、 〇〇を行った」 等、 事象の因果関係に着目して事象の関

連や時代の流れを考える学習活動が重要となる。

近世の日本の大きな流れについて考え判断することに関する問題

正答： ② 正答率： 35％ 誤答選択率 ③： 35％ ① 15％ ④ 15％

主な課題 外国との関わりと国内の事象を関連付けて、鎖国に至る流れを考えること。
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３ ． 数学

○ 出題の趣旨

表の値の変化の様子を捉え、 文字式で表現することができる。

○ 授業改善に向けて

新学習指導要領解説数学編では、 「 数学的な見方・ 考え方」 について、 「 事象を数量や図形及びそ

れらの関係などに着目して捉え, 論理的， 統合的・ 発展的に考えること」 と述べられている。 これは

一つの事象を多面的に考えることから、 さらに統合的・ 発展的に考えること、 そして、 思考力・ 判断

力・ 表現力等の資質・ 能力の育成につながると考えられる。

授業改善の手立てとして、 いく つかの解決の方法を数学的な表現を用いて説明する場面を設定し、

それぞれの方法について「 図でいうとどのようなことか」 、 「 式でいうとどのようなことか」 など相

互に結びつけたり検討したりすることで、 さらに統合的・ 発展的に考えることなどが挙げられる。 本

問の場合では、 図から四隅の４つのブロックと中の黒のタイルの正方形の数との和や、 大きな正方形

から４か所の白いブロックの差などから立式したり、 （ ⅰ） の表や（ ⅱ） の式から立式したりしたも

のを相互につなげ統合的に考えたり、 さらに発展的に考えたりする場面を設定することが考えられ

る。

図や表から変化の様子を捉え、 数学的に表現することに関する問題

次の問いに答えなさい。

無答率 18％

問２

（ ⅱ） 正答：

ｎ ² ＋４

↑ (ⅰ)参考 正答率① 96％ ② 54％

正答率：36％

主な課題
変化の様子を捉え、 数学的に表現すること。
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４ ． 理科

○ 出題の趣旨

いろいろな動物の共通点や相違点を見いだすとともに、 動物を分類するための観点や基準を

見いだして分類しているかを問う。

正答 ③： 正答率： 44％ 誤答選択率： ① 32％ ④ 16％

○ 授業改善に向けて

思考力、 判断力、 表現力等を育成するためには、 動物を魚類や鳥類などの一般的な分類をするだけ

ではなく 、 生徒が理科の見方・ 考え方を働かせ、 いろいろな生物の共通点や相違点を見いだし、 それ

らを基に生物を分類するための観点や基準を見いだして分類し、 表現することが求められている。

授業改善の手立てとしては、 例えば動物園や水族館は、 生息環境や活動的な季節、 色、 形、 大きさ

などの「 目的に応じた共通点」 で動物を分類し、 展示していること等を参考にしながら、 生徒が見い

動物を比較して見いだした共通点や相違点を相互に関係付けて分類する問題

主な課題
共通点や相違点から分類する様々 な観点や基準を見いだすこと。
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だした共通点や相違点を基に、 さまざまな観点や基準を見いだして分類し、 その結果を別の観点や基

準で分類できるかどうかを検討したり、 わかりやすく 表現し合ったりすることが考えられる。
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５ ． 英語

○ 出題の趣旨

与えられた条件を満たすよう、 ねらいに沿って、 会話の流れや絵に適した文章を正しく 書く

ことができる。

○ 授業改善に向けて

正答率は19％、 無答率は27％となっている。 コミ ュニケーショ ンを行う際には、 目的や場面、 状況

に応じたコミ ュニケーショ ンを行うことが重要であり、 その上で、 学習した表現を実際に使うことを

繰り返すことで、 思考力・ 判断力・ 表現力等が育成される。

授業改善の手立てとしては、 基本文や例文を覚えることのみに終始するのではなく 、 場面のあるコ

ミ ュニケーショ ン活動を繰り返し行うことが考えられる。 また、 コミ ュニケーショ ンにおいては「 伝

わればよし」 とするのではなく 、 コミ ュニケーショ ン活動の途中で、 語彙や文法の間違いを取り上げ

るなどの中間指導を行い、 文法的な正確さについても段階的に意識させていく ことが重要である。

会話の流れや絵に適した英文を正しく 書く 問題

問８ a 

あなたは飛行機に搭乗後、 手荷物を置こうとしています。 あなたなら目の前にいるキャビン

アテンダント に何と質問しますか。

（ ） に入るふさわしい表現を４語以上で書き、 英文を完成させなさい。

正答例

Where can I  put
正答率： 19％

無答率 27％

主な課題
会話の場面や状況を正確に理解し、 それに適した英文を正確に書く こと。
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◎ 生活や学習についてのアンケート について 平成17年からの経年変化
１ ． 学校生活、 勉強、 各教科理解度の小中学校の経年変化

かわさき教育プラン

キャリア在り方生き方教育開始

かわさき教育プラン

キャリア在り方生き方教育開始

かわさき教育プラン

キャリア在り方生き方教育開始
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かわさき教育プラン

キャリア在り方生き方教育開始

かわさき教育プラン

キャリア在り方生き方教育開始

かわさき教育プラン

キャリア在り方生き方教育開始
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２ ． 授業に対する好感度、 理解度、 有用感等について

（ １） 好感度 「 すきだ」「 どちらかといえば、 すきだ」

（ ２） 理解度 「 わかる」「 どちらかといえば、 わかる」
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〇授業の好感度（「 すきだ」 と「 どちらかといえば、 すきだ」 を合わせた割合） が最も高いのは、「 社

会」 の70. 0％で、 以下、「 国語」 67. 1％、「 理科」 63. 5％、「 数学」 61. 6％、「 英語」 60. 2％となって

いる。
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〇授業の理解度（「 わかる」 と「 どちらかといえば、わかる」 を合わせた割合） が最も高いのは、「 国

語」 の89. 2％で、以下、「 社会」 85. 2％、「 数学」 78. 7％、「 理科」 75. 6％、「 英語」 75. 3％となっ

ている。
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（ ３） 有用感（ 生活） 「 役に立つ」「 どちらかといえば、 役に立つ」
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〇肯定的な回答をした生徒の割合は、 すべての教科で増加している。
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（ ４） 有用感（ 将来） 「 役に立つ」「 どちらかといえば、 役に立つ」
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7.6 %

8.3 %

5.7 %

4.8 %

4.7 %

12.8 %

11.1 %

12.1 %

2.9 %

2.2 %

2.7 %

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H30

R1

R2

H30

R1

R2

H30

R1

R2

H30

R1

R2

H30

R1

R2

国
語

社
会

数
学

理
科

英
語

役に立つ どちらかといえば、役に立つ どちらかといえば、役に立たない 役に立たない 無回答

〇国語と英語については、 ほぼ同程度で、 肯定的に捉えている生徒が９ 割を超えている。 社会、 数

学、 理科については、 ほぼ同程度で、 増加している。

91.8

92.7

92.2

68.6

70.0

72.1

79.5

81.6

83.9

57.4

59.0

61.9

91.4

92.6

92.5
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３ ． 家庭学習の実態

(1)学習時間【 問31～32】

(2)学習内容【 問33】

４ ． 家庭生活の実態

(1)睡眠時間【 問35】

4.3 %

13.2 %

12.8 %

17.7 %

27.4 %

23.3 %

24.9 %

17.7 %

16.8 %

12.8 %

13.9 %

15.3 %

0.0 %

0.0 %

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日

休日

3時間以上 2時間以上、3時間より少ない

1時間以上、2時間より少ない 30分以上、1時間より少ない

30分未満 まったくしない

無回答

〇勉強している時間の中では、

平日、休日とも「 １ 時間以上、

２ 時間より少ない」 が最も多

い。「 30分未満」「 まったく し

ない」 と回答している生徒の

割合は、平日が30. 7％、休日

が28. 1％である。

〇平日と 休日を比較すると 、

「 ３ 時間以上」「 ２ 時間以上、

３ 時間より少ない」 と回答し

た生徒の割合は、休日のほう

が13. 8 ポイント 多い。

21.4 %

18.7 %

23.4 %

50.8 %

53.4 %

50.8 %

20.7 %

20.0 %

19.8 %

7.0 %

7.9 %

5.8 %

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H30

R1

R2

宿題のほかにも毎日勉強する 宿題のほかにもときどき勉強する

宿題だけ勉強する 宿題があってもあまり勉強しない

無回答

〇睡眠時間が「 ８時間以上」の生

徒の割合は、 年々 増加してい

る傾向にある。

〇睡眠時間が６ 時間未満の生徒

の割合は、 大きな変化は見ら

れない。

30.9

17.1

28.1

30.7

21.4

22.6

24.2
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(2)テレビゲームの実施時間【 問38】

(3)携帯電話やスマート フォンの使用時間【 問40】

(4)１ ヶ月の読書量【 問42】

11.9 %

13.8 %

15.8 %

10.8 %

12.8 %

13.2 %

18.8 %

21.5 %

20.7 %

21.7 %

20.1 %

19.1 %

12.6 %

11.1 %

10.4 %

9.9 %

8.5 %

8.2 %

14.4 %

12.2 %

12.6 %

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H30

R1

R2

4時間以上 3時間以上、4時間より少ない

2時間以上、3時間より少ない 1時間以上、2時間より少ない

30分以上、1時間より少ない 30分未満

まったくしない 無回答

〇テレビゲームを「 ３時間以上」

していると回答した生徒の合

計は29. 0％で、 2. 4 ポイント

増加している。

〇実施時間が「 １ 時間未満」の回

答の合計は31. 2％である。

7.0 %

8.8 %

11.3 %

7.4 %

8.6 %

10.5 %

14.6 %

15.6 %

17.8 %

20.8 %

20.5 %

21.6 %

19.4 %

19.4 %

16.4 %

21.0 %

18.5 %

16.0 %

9.8 %

8.7 %

6.2 %

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H30

R1

R2

4時間以上 3時間以上、4時間より少ない

2時間以上、3時間より少ない 1時間以上、2時間より少ない

30分以上、1時間より少ない 30分未満

まったくしない 無回答

〇使用時間が「 １時間以上」の回

答の合計は、61. 2％であり、昨

年より 7. 7ポイント 増加した。

10.9 %

9.6 %

10.9 %

2.1 …

2.6 …

2.5 %

9.6 %

9.3 %

9.5 %

47.8 %

47.5 %

48.0 %

29.7 %

31.1 %

28.7 %

0.0 %

0.0 %

0.4 %

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H30

R1

R2

10冊以上 7～9冊 4～6冊 1～3冊 0冊 無回答 平均冊数

H30 2.8冊
R1 2.7冊
R2 3.8冊

31.0%

53.5

22.7

26.6

29.0

61.2

49.8

〇１ ケ月の読書量の冊数

が 3. 8 冊で昨年度より

1. 1冊増加した。
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５ ． 自己肯定感・ 将来に関する意識などについて

 (1)自分にはよいところがあると思う 【 問45】

(2)将来の夢や目標を持っている【 問46】

27.5 %

30.5 %

34.9 %

43.5 %

41.9 %

37.7 %

19.0 %

17.8 %

17.2 %

9.9 %

9.9 %

10.1 %

0.1 %

0.0 %

0.1 %

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H30

R1

R2

あてはまる どちらかといえば、あてはまる

どちらかといえば、あてはまらない あてはまらない

無回答

40.5 %

40.0 %

41.4 %

25.7 %

26.8 %

24.6 %

19.0 %

18.1 %

17.7 %

14.7 %

15.0 %

16.1 %

0.1 %

0.0 %

0.1 %

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H30

R1

R2

あてはまる どちらかといえば、あてはまる

どちらかといえば、あてはまらない あてはまらない

無回答

〇「 あてはまる」「 どちらかとい

えば、あてはまる」と回答した

生徒の割合は、72. 6％で、昨年

度よりも 0. 2 ポイント 増加し

た。

〇「 あてはまる」「 どちらかとい

えば、あてはまる」と回答した

生徒の割合は、 昨年度よりわ

ずかに減少している。

71.0

72.4

72.6

66.0

66.2

66.8
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( 3)人の役に立つ人間になりたいと思う 【 問47】

(4)自分の町が好き【 問50】

59.6 %

65.9 %

32.0 %

26.4 %

5.9 %

5.0 %

2.5 %

2.6 %

0.0 %

0.1 %

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H30

R1

R2

あてはまる どちらかといえば、あてはまる

どちらかといえば、あてはまらない あてはまらない

無回答

〇「 あてはまる」 と回答した生

徒の割合は65. 9％で、 昨年度

より 6. 3ポイント 増加した。

40.2 %

42.1 %

45.5 %

42.4 %

41.7 %

38.4 %

11.6 %

11.4 %

10.4 %

5.6 %

4.8 %

5.6 %

0.2 %

0.0 %

0.1 %

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H30

R1

R2

あてはまる どちらかといえば、あてはまる

どちらかといえば、あてはまらない あてはまらない

無回答

〇「 あてはまる」と回答した生徒

の割合は 45. 5％で、 昨年度よ

りも 3. 4ポイント 増加した。
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( 5)今、 住んでいる地域の行事に参加している【 問51】

(6)地域や社会のために、 何をすべきか考えることがある【 問52】

10.5 %

10.9 %

26.3 %

22.5 %

32.3 %

31.4 %

30.9 %

34.9 %

0.0 %

0.1 %

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H30

R1

R2

あてはまる どちらかといえば、あてはまる

どちらかといえば、あてはまらない あてはまらない

無回答

8.8 %

13.7 %

25.0 %

27.9 %

38.9 %

34.4 %

27.3 %

23.8 %

0.2 %

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R1

R2

〇「 あてはまる」「 どちらかとい

えば、あてはまる」と回答した

生徒の割合は、33. 4％であり、

昨年度より 3. 4 ポイント 減少

した。

〇「 あてはまる」「 どちらかとい

えば、あてはまる」と回答した

生徒の割合は41. 6％であり、

昨年度より 7. 8 ポイント 増加

した。

36.8

33.4

33.8

41.6
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６ ． クロス集計

(1)学習に対する好感度【 問２ 】 ×勉強する理由【 問４ 】

(2)学習の必要性【 問３ 】 ×勉強する理由【 問４ 】

2 

44.2%

23.1%

10.0%

4.9%

16.6%

27.4%

32.3%

31.7%

28.9%

37.3%

43.3%

38.8%

6.0%

9.1%

9.2%

7.6%

2.4%

1.5%

1.3%

2.1%

0.9%

1.2%

3.7%

14.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

すきだ（8.4％）

どちらかといえば、すきだ

（25.1％）

どちらかといえば、すきで

はない（39.4％）

すきではない（27.0％）

わかると楽しいから 受験の役に立つから

将来の仕事に役に立つから 生活するのに役に立つから

ほめてもらえるから 家の人やまわりの人にいわれるから

〇勉強が「 すきだ」 と回答した生徒の44. 2％が、「 わかると楽しいから」 を理由に挙げている。「 す

きだ」 と回答した生徒以外は、「 将来の仕事の役に立つから」 を理由に挙げている割合が高い。

16.4%

11.1%

10.2%

7.2%

29.4%

31.5%

20.8%

14.4%

41.6%

35.8%

24.4%

14.4%

8.2%

9.3%

7.6%

9.3%

1.5%

1.8%

2.5%

4.1%

2.5%

10.1%

33.0%

49.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大切だ（69.9％）

どちらかといえば、大切だ

（26.8％）

どちらかといえば、大切で

はない（2.2％）

大切ではない（1.1％）

わかると楽しいから 受験の役に立つから

将来の仕事に役に立つから 生活するのに役に立つから

ほめてもらえるから 家の人やまわりの人にいわれるから

〇学習に対する必要感が高い生徒ほど、「 将来の仕事に役に立つから」 を勉強する理由に挙げている

割合が高い。
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◎ 調査結果の活用

１． 経年観察およびその考察

理科の例

英語の例

学年 経年変化の観点 趣旨 実施年度 考察
国語の例

・
・
・
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２． 個人票

23

教育相談や三者面談の機会などを利用して、

個人票を返却し、一人一人の生徒が学習に取り

組む態度や家庭生活での学習のあり方を改善するこ

とに活用している。

また、学校や教員が一人一人の生徒の学習状況を的

確に把握することにより、指導方法含めた授業改善や

教育課程の検証・ 改善を図ることに活用している。

点線…

市平均

実線…

あなたの成績

平均正答率正答率グラフ設問内容領域 正誤



３． 振り返りシート 【 参考例： 数学科】

24

「 生徒個別振り返りシート 」 では、 生徒の学習状況に応じてフォローアップ問題を提供し、 生徒

一人一人の課題を改善できるようにしている。

生徒ごとの課題に応じて、 定着していることを確認する問題や課題とみられることを補充す

る問題を提供している。

単項式や多項式の四則計算をすること

は定着している生徒への問題

単項式や多項式の四則計算をすること

に課題がみられる生徒への問題

ヒスト グラムから、資料の傾向を読み取ること

は定着している生徒への問題

ヒスト グラムから、 資料の傾向を読み取ること

に課題がみられる生徒への問題

生徒ごとの課題に応じた問題例



４． 周知の方法

① 報告書の活用（ 設問ごとの授業改善の手立てなどの活用）

② 教科主任会や教科総会、 教育課程説明会での説明

③ 要請訪問（ 拡大要請訪問を含む） での説明

④ 中学校学習指導要領実践事例集の作成・ 活用

（ 調査や分析の結果等を生かした事例集）
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